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神科には果間園が多し、。東太郎から太郎山の山すそにかけて、りんご畑や桃畑が続く 。

太郎山の登')'-1 山口もりんごの里。道ばたの畑には、 青 いりんごがまだ青い体を葉のか げに隠してい

る。もう少したつと、甘いにおいが走リ去るがめ中まで漂うようになるだろう。

画家倉田白羊がり んご畑の中のアトリエでH免年を送った大久保と、山口の聞を峠というほどではない低し・丘

がへだてている 。I主にだかれるように小さな墓地。庚申塔や二十三佼塔がたち、古い墓石の問にはやさし
し、顔の馬頭観音。

墓地の前の小道は、半ば草におおわれ、 l同がリ 曲がって大久保へ続いていた。
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市民の動 き

( 8月l日現イ，)

総人口 111，200人 (+ 168) 

男 54，242人 ( +87) 
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身障者の皆さんの住みよいまちづくりをめざして

(54年度から 2か年計画〉

市
は
、
六
月
五
日
、
固
か
ら

「障
害

者
福
祉
都
市
」
の
指
定
を
受
け
、
今
年

か
ら
二
か
年
計
画
で、

六
千
万
円
以
上

の
費
用
を
か
け
、
身
体
障
害
者
の
皆
さ

ん
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

ま
す
。
今
年
は
、
盲
人
用
信
号
機
設
置
、
点

字
図
書
整
備
な
ど
公
共
施
設
の
設
備
改

善
事
業
、
市
民
啓
発
事
業
を
重
点
に
行

い
ま
す
。

県
下
で
初
の

障
害
者
福
祉
都
市

「
障
害
者
福
祉
都
市
」
推
進
事
業
は
、

身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
の

改
善
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
市
民
啓
発
な

ど
の
事
業
を
総
合
的
に
行
っ
て
、
身
体

障
害
者
の
皆
さ
ん
の
住
み
よ
い
ま
ち
、
つ

く
り
を
進
め
ま
す
。

同
福
祉
都
市
は
、
今
年
、
国
が
全
国

の
人
口
お
よ
そ
十
万
人
以
上
の
二
十
都

市
を
指
定
し
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

上

田
市
は
、
県
下
で
は
じ
め
て
指
定
を
受

け
、
今
年
か
ら
二
か
年
計
画
で
「
身
体
障

害
者
の
皆
さ
ん
の
住
み
よ
い
環
境
」
を

つ
く
る
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

障
害
者
福
祉
都
市

推
進
協
議
会
つ
く
り

各
種
事
業
を
円
滑
に
推
進

市
は
、
八
月
二
十
三
日
、
民
生
(
児

障害者福祉都市実施予定事業

1.生活環境改善事業

(1) 公共施設設備の改善

① 玄関ドアの自動化

市役所・勤労青少年ホーム・老人福祉センター

市民体育館 -公民館

② 入口のスローフ。化

市役所・老人福祉センター・市民体育館 ・公民館

③ 身障者用トイレ

勤労青少年ホーム・老人福祉センター・市民体育館

公民館 ・図書館

(2) 道路交通安全施設の改善

① 盲人用信号機設置

市役所東側交差点・太陽神戸銀行前交差点

ユニー前交差点・けんしん前交差点

②横断歩道整備

上回駅前・祝町交差点・上回公園前・社会福祉協

滋会前 ・けんしん前・大門町ささや前・大門町江

の島屋前-下道交差点 ・一中東側

2.障害者福祉サービス事業

(1) 在宅福祉サービス

声の広報・福祉地図(車イスガイドブ yク)

(2) 障害者福祉施設の整備

点字図書繁備

3.市民啓発事業

(1) 市民に対する啓発将及

福祉のしおり・広報(臨時噌刊)

市民会議の開催・身体附11.者{愛先ステ yカー

附害者大行進(日雌広場)・福祉都市指定標示塔

(2) 福祉の心の育成

オfランティアr.tlf本H力h父

障害者福祉都市推進協議会委員名簿
(敬称田各)

職名 氏 名 団体名・職名

会長 村上和夫 |社協福祉協議会会長

副会長 近藤豊イ云 民生(児童)委員協議会会長

'/ 橋詰 一男 向治会連合会会長

委員 山崎善QLJ自1) 福寿クラブ連合会会長

'/ 八回たつよ 財人間体連絡協議会会長

'/ 笠原正太郎 身体附害者福祉協会会長

名匂 ;iif回路枝 しいのみ会会長

/， i白水たけ 手をつなぐ親の会会長

" 北沢宣子 赤十字奉仕団委員長

// 君波英治 ボランティア連絡協議会会長

ぞシ 小山主主太郎 t田商工会議所会頭

'/ 安維美久 上回交通安全協会会長

" 久保出繁登 mぃ軍人会会長
。 医師会会長

'/ i屯沢 Ji: 盲人福祉協会会長

会
議
所
、
医
師
会
な
ど
市
内
の
関
係
機

関
十
五
団
体
の
協
力
を
得
て
「
障
害
者

福
祉
都
市
推
進
協
議
会
」
を
組
織
し
、

家
庭
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
な
身
体
障
害

者
の
皆
さ
ん
が
、
社
会
活
動
に
積
極
的

に
参
加
で
き
る
よ
う
事
業
を
進
め
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
障
害
者
福

祉
を
正
し
く
理
解
し
、
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
市
民
み
ん
な
で
積
極
的
に

障
害
者
福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

主
な
実
施
予
定
事
業
は
、
右
表
の
よ

う
に
、
市
役
所
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
な
ど
の
玄
関
ド
ア
を
自
動
化
し
、

車
イ
ス
利
用
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
入
口

に
ス
ロ
ー
プ
を

つ
け
る
な
ど
公
共
施
設

の
設
備
改
善
事
業
、
福
祉
の
し
お
り
の

市
指
定
の
標
一不
塔
を
た
て
る
な
ど
の
市

民
啓
発
事
業
で
す
。

協
力
に
よ
り
、
み
ん
な
で
住
み
よ
く
明

る

い
しI
山
川
市
を
築
き
ま
し
ょ
う
ε

事務局は福祉宗務所福祉課に骨きます。
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則
一
制
下
水
道
は
、
木
路
や
河
川
な
ど
の
汚

問
削
れ
を
防
ぎ
、
地
域
の
環
境
を
き
れ
い
に

例
制
し
て
、
弘
た
ち
の
衛
生
的
で
快
適
な
文

U
剛
山
内
‘

u

川
明
化
生
活
を
約
束
し
て
く
れ
る
大
切
な
施

一

設
で
す
。

一

こ
の
下
ぶ
道
の
整
備
促
進
と
家
庭
の

だ
水
洗
化
持
及
を
図
る
た
め
、
九
月
十
日

-え

「
全
国
下
水
道
促
進
デ
l
」
が
行
わ
れ

ま
す
。

λ
ノ

各
種
事
業
を
円
滑
に
推

下
水
道
使
用
対
象
地
区
の
皆
さ
ん

〈吉
田
全
国
下
水
道
促
進
デ
l

〉圃

早
め
に
水
洗
化
を

報
市
街
地
中
央
地
区
の

広

整

備

ほ

ぼ

完

了

一
二
百
五
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
使
用
可
能

一

市

は
、
四
十
二
年
、
公
共
下
水
道
事

一

業
に
着
手
し
て
以
来
、
約
四
十
億
円
を

日
投
じ
て
、
市
街
地
の
中
央
二
百
五
十

一

則

ヘ
ク
タ
ー
ル

に
下
公
害
を
埋
設
、
一

9

日

一
万
二
千
ト
ン
の
汚
本
処
理
施
設
一

伴
系
列
を
完
成
し
ま
し
た
。

「

3和
昨
年
か
ら
、
東
部
、
西
部
、
卸
団
地

問
各
地
区
の
第
二
期
ド
水
道
事
業
対
象
区

一

城
の
整
備
が
は
じ
ま
り
、
第
二
期
受
議

一

者
負
担
金
を
九
月
か
ら
年
四
凶
、
五
年

日
分
割
の
方
法
で
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ

一

と
に
な
り
ま
し
た
。

水
洗
化
普
及
率
七
五
%

約
一
千
三
百
戸
が
未
水
洗

市
は
、
下
中
小
道
使
用
対
象
地
域
の
皆

さ
ん
に
一
日
も
早
く
衛
生
的
で
快
適
な

生
活
を
営
ん
で
い
た
だ
く
た
め
事
業
を

進
め
、
す
で
に
約
五
千
二
百
戸
の
皆
さ

ん
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
約
三

千
九
百
戸
(
七
五
%
)
の
皆
さ
ん
が
使

用
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
水
洗
化
さ
れ

て
い
な
い
皆
さ
ん
が
、
約

一
千
二
百
戸

(
二
五
%
)
あ
り
ま
す
。

水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ん
は
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
る
こ
と
と
忠
わ

れ
ま
す
が
、
清
潔
な
環
境
づ
く
り
と
下

水
道
施
設
を
み
ん
な
で
有
効
に
利
用
す

る
う
え
か
ら
、

一
日
も
早
く
水
洗
化
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
化
普
及
専
門
相
談
員

に
気
軽
に
相
談
し
よ
う

市
は
、
下
水
道
を
有
効
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
下
水
道
謀
に
「
本
洗

化
普
及
専
門
相
談
員
」
を
置
き
、
下
ル
小

発のに
li設ス
、備口

市改 1
I~ 善プ
所事を
正業つ
面、け

入福る
口祉な
横のど
にし公
福お共
祉り方包
都の設

(54'<1'-7JJ31Ll現在)
道
使
用
可
能
地
域
で
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
の
た
め
水
洗
化
で
き
な
い
で
い
る
皆

さ
ん
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

借
地
、
借
家
、
経
済
的
な
こ
と
な
ど
、

ど
ん
な
相
談
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
先
日
下
水
道
諜
(
宮
⑫
同

一
O

O
内
線
三
五
七
)

雑
排
水
は
六
か
月
以
内

便
所
は
三
年
以
内
に
水
洗
化

ド
ポ
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
、

勝
手
や
ふ
ろ
場
か
ら
で
る
雑
排
水
は
六

か
月
以
内
、
便
所
は
7

一年
以
内
に
ぶ
洗

化
す
る
こ
と
が
、
下
水
道
法
と
条
例
に

よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

民 市
市啓指
民発定
事の
業標
きで示
んす塔
の。を
、た
理て
解る

!な
温ど
か σ〉
い市

則
一回
一山

山

一川
一
三

一
山
一日

下
水
道
の
い
ぜ
及
に
つ
れ
て
、
市
内
の

河
川
が
き
れ
い
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

魚
の
す
む
澄
ん
だ
川
を
と
り
も
ど
し
、

山
潔
で
美
し
い
ま
ち
に
す
る
よ
う
、
皆

さ
ん
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
化
資
金

二
十
五
万
円
融
資

木
洗
化
工
事
に
必
要
な
資
令
と
し
て

各
円
治
会
の
的
立
組
合
に
加
入
し
て
い

る
情
さ
ん
は
、
ニ
ト
-
九
万
川
ま
で
融
資

が
長
け
ら
れ
ま
す
。

返
済
は
、
問
ト
八
か
月
の
均
等
償
還

で
、
利
率
は
、
本
人
負
相
一
川

・
七
五
%

(年
利
)
と
低
利
で
す
の
で
、
ご
利
用

を
お
勧
め
し
ま
す
。
申
込
み
は
、
自
治

協
力
に
よ
り
、
み
ん
な
で
住
み
よ
く
明

る
い
上
田
市
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

水
洗
化
工
事
は

指
定
工
事
庖
ヘ

ポ
洗
化
工
引
は
、
市
が
指
定
し
た
「
指

定
工
事
底
」
で
な
い
と
で
き
ま
せ
ん

指
定
工
事
庖

へ
依
頼
す
る
と
、
設
計
、

見
積
や
市
へ
の
諸
手
続
き
な
ど
い

っ
さ

い
代
行
し
、
点
任
あ
る
工
事
を
行
い
ま

工
事
が
終
る
と
、
村
算
占
と
と
も
に

完
成
屈
が
市
に
提
出
さ
れ
、
市
が
引
場

検
査
を
し
て
使
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
H

下
ぶ
道
点
(
宮
⑫
問

.

0
0内
線
--a
丘
七
)



日 月 火 水 木 金 土

8月
(27) 仰) (29) 。0)。1)9月位。 l 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 
10月
(2) (3) (4) (5) (6) 

(1) 

〈燃
え
る
ゴ
ミ
〉

①
勝
手
く
ず
や
水
分
の
多
い
も
の
は
、

必
ず
水
を
よ
く
切
っ
て
、
紙
袋
な
ど
に

入
れ
、
完
全
に
こ
ん
包
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

↑

↑

↑

↑

 

②

古

新

聞

、

古

雑

誌

な

ど

は

、

し

っ

か

団

地

地

岨

例

り

し

ば

っ

て

出

し

て

く

だ

さ

い

。

第

第

第

第

※

③
ピ
ン
類
、
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ツ
ハ
ッ
ポ
ウ
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
で
す
。
全
に
こ
ん
包
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
、
金
物
な
ど
危
険
物
は
絶
対
に
入
れ
①
ス
プ
レ
ー
類
は
、
必
ず
、
穴
を
あ
け
〈
収
集
で
き
な
い
ゴ
ミ
〉

な

い

で

く

だ

さ

い

。

て

出

し

て

く

だ

さ

い

。

①

農

業

用

ビ

ニ

ー

ル

や

ナ

イ

ロ

ン

、

農

〈危
険
物
)

②

大

き

さ
、
重
さ
は

一
人
で
運
べ
る
程
薬
な
ど
の
ビ
ン
類
。

危
険
物
と
は
、
カ
ン
類
、
陶
器
、
ガ
度
の
大
き
さ
、
重
さ
に
し
、
ダ
ン
ボ

l

②
産
業
廃
棄
物
、

バ
イ
ク
、
自
動
車
、

ラ
ス
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ
ニ
ー
ル
、
ル
箱
な
ど
の
丈
夫
な
も
の
に
入
れ
、
完
家
庭
電
化
製
品
、
農
機
具
な
ど
。
こ
れ

に

も

す

で

る

つ

う

ミ

。

し

下

で

な

水

理

に

調

さ

に

一

弘

主

た

に

と

い

お

め

道

た

つ

ま

ま

よ

れ

く

、

い

て

下

処

量

の

だ

庖

一

-4

い

で

の

な

い

す

叫

た

水

は

守

た

つ

の

f

こ

か

り

な

捨

、

り

多

ど

く

事

一

句

叶

て

ま

故

れ

な

。

ま

到

る

下

に

を

が

が

こ

υ
ま

た

し

を

と

た

を

な

で

工

一

民

め

限

事

ら

れ

い

い

線

守

の

全

と

ミ

管

。

て

こ

せ

用

ど

る

せ

ら

ル

し

定

一

納

期

の

け

ら

さ

で

内

を

こ

完

こ

ゴ

、

す

し

を

ら

使

な

す

ら

れ

テ

置

指

一

同

国

を

て

一

受

け

だ

け

∞

境

o

を

の

や

と

ま

を

ミ

ま

で

砂

入

ま

こ

ホ

設

た

一

の

州

じ

万

が

受

く

付

加

環

す

命

次

油

い

し

除

ゴ

つ

の

、

流

つ

。

、

を

し

一

:

F

通

、

ど

え

意

受

②

活

で

使

。

る

な

生

掃

の

を

る

ミ

に

を

す

庖

置

を

一

た

保

を

と

な

さ

注

も

宮

生

設

の

す

出

し

発

々

所

管

せ

ゴ

量

管

ま

食

装

事

一

ち

uo

の

ど

す

金

金

ご

料

(

恥
鳴
け
…
九
九
叫
ん
附
肝
晴
情

N

H

れ

ゆ

口

村

此

州

1
ハ

ニ

あ

防

的

同

砕

僻

士

一

向

錦

み

な

い

な

よ

所

掃

悪

前

一

は

低

ま

。

道

着

下

屈

し

は

さ

)

る

8
力

。

忘

母

老

の

納

年

住

き

な

く

し

台

i
り

る

ザ

)

を

や

い

水

付

低

理

脂

障

だ

γ

」

平

」

'

協

い

め

や

、

す

未

保

、

で

れ

な

ま

は

す

た

な

一

械

き

ル

さ

下

に

を

料

油

故

く

一

F

、

7

0
さ

納

金

来

ま

の

国

は

の

わ

き

い

す

で

つ

に

ポ

機

働

。

一

だ

が

面

能

る

は

の

て

一

を

、

す

だ

を

年

将

り

前

=

道

と

使

で

使

ま

ろ

ま

と

ス

す

の

い

ホ

く

類

内

機

す

に

道

し

一

ー

υ

は

で

く

料

害

か

あ

以

せ

水

こ

く

が

に

臭

こ

し

こ

イ

流

道

さ

ン

で

脂

の

の

出

場

。

水

絡

一

戸

つ

月

月

で

険

障

り

も

度

合

下

が

ド

パ

同

州

と

て

ザ

て

水

下

W

ぃ

州

管

場

排

理

い

打

連

…

く

今

れ

桝

保

i

b

M
時

欄
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第 l週と

かぞえな
し、。

ご
み
を
出
す
ル
ー
ル
を
守
っ
て

危険物収集日の第 1週第2週のかぞえ方

カレンダーで月曜日から始まる遁忌

第l週と呼びます。

9月例

き
れ
い
な
ま
ち
い
つ
く
り
に
ご
協
力
を

え

市
は
、
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
を
少
し

で
も
早
く
き
れ
い
に
処
理
す
る
た
め
、

収
集
日
と
地
域
を
定
め
、
分
別
や
出
し

方
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

決
め
ら
れ
た
収
集
日
の
午
前
八
時
三

十
分
(
塩
田
、
川
西
地
区
は
午
前
八
時
)

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
の
日
に
は
絶
対
に

出
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

つ

ゴ
ミ
は
燃
え
る
ゴ
ミ
と

-~ 798号 (盟諸説脇)一一広報

危
険
物
に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い

下水道は時々掃除し

大切に使いましょう

⑧ 

9月の大屋自治会の収集日(第 1. 3週木曜

日)は 9月6. 20日になります。

9月の上・下塩尻自治会の収集日(第 2. 4 

週木曜日)は 9月13. 27日になります。

今月 は7，8月分の保険料納入月

ら
は
側
和
田
で
処
理
し
ま
す
。

二
二
五
ニ

(宮
⑫

引
越
時
の
大
量
の
ゴ
ミ

ペ
ッ
ト
な
ど
の
死
が
い
は

直
接
焼
却
場
ヘ

引
越
時
や
食
堂
、
料
理
庖
な
ど
で
出

た
大
量
の
ゴ
ミ
、
犬
や
ね
こ
な
ど
ペ
ッ

ト
の
死
が
い
は
、
直
接
、
焼
却
場
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
ゴ
ミ
は
一
キ
ロ
グ
ラ

ム
当
り
二
円
で
、
ペ
ッ
ト
な
ど
の
死
が

い
は
一
頭
百
円
で
処
理
し
ま
す
。

み
ん
な
の
工
夫
で

ゴ
ミ
の
減
量
と
再
利
用
を

最
近
、
各
地
で
資
源
の
再
利
用
運

動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
運
動
は
同
時
に
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
ゴ
ミ
を
資
源
と
し

て
再
利
用
す
る
の
に
家
庭
で
で
き
る
具

体
例
は
、

①
電
気
製
品
、
空
ピ
ン
は
下
取
り
に
出

す。②
酒
、
ビ
l
ル
、

ジ
ュ

ー
ス
の
ピ
ン
は

業
者
に
返
す
。

③
古
新
聞
な
ど
は
業
者
に
出
す
。

な
ど
で
す
。
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
一
つ
で
、
ゴ
ミ
の
減
量
と
再
利
用

が
で
き
、
ぱ
く
大
な
ゴ
ミ
処
理
経
費
の

節
減
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

九
月
二
十
日
同
か
ら
同
月
二
十
三
日
岡

ー
農
産
物
品
評
会
(
市
総
合
展
示
館
)。

婦
人
部
パ
ザ
l
(
総
合
展
示
館
前
広
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下水i

欠くこと

正しく

ことカf

大切に

・防臭ま

ところ

てしま

なこと

・デPイス

てi荒

水道

下さし

・マン

いでく

・油脂

管の

士易の

排出

理士易l

・下

連絡

農地を借りたい・貸したい農家の皆さん

農用地高度利用

促進対策事業をご利用ください

農
業
規
模
を
拡
大
し
た
い
な
ど
、
農

業
に
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
農
家
の
皆
さ
ん
に
、
農
地
を
借
り
や

す
く
し
、
農
地
を
貸
し
た
い
が
農
地
法

の
耕
作
権
な
ど
、
手
続
き
が
複
雑
な
た

め
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
農
家
の
皆
さ

ん
に
、
農
地
を
貸
し
や
す
く
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
農
用
地
高
度
利
用
促

進
対
策
事
業
」
が
、
今
年
度
か
ら
五
か

年
計
画
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

同
事
業
は
、
市
の
農
業
委
員
会
に
「
農

地
流
動
化
推
進
委
員
会
」
を
設
け
、
各

委
員
が
、
農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
農

用
地
の
遊
休
農
地
所
有
者
や
農
業
以
外

の
収
入
を
主
と
し
て
生
計
し
て
い
る
第

二
種
兼
業
農
家
を
戸
別
訪
問
し
、
農
地

の
貸
し
出
し
の
促
進
を
は
か
り
、
借
り

手
農
家
へ
あ

っ
せ
ん
し
ま
す
。

ロ同日
F

主
畢
守広一

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

ト

暮
し
を
さ
さ
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

山

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
展

伴

〈

9
月
刊
日
制
j

V
日
明
上
回
西
武
4
階
催
事
場
〉

開

省

エ

ネ

ル

ギ

ー
は
、
私
た
ち
の
毎
日

寸
の
幕
し
に
と

っ
て
大
切
な
問
題
で
す
。

一

資
源
と
は
何
か
、
子
不
ル
ギ
!
と
は
何

ド
か
、
も
う
一
度
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま

叩
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
、
大
勢
お
出
か
け
く

-

だ
さ
い
。

貸
し
手
農
家
へ
は
、

十
ア
ー
ル
当

り
三
年
か
ら
五
年
契
約
の
場
合
は

一

万
円
、
六
年
以
上
の
契
約
の
場
合
は

二
万
円
の
流
動
化
奨
励
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
事
業
に
よ

り

一
度
奨
励
金
を
受
け
た
農
家
は
、

再
び
同
奨
励
金
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。農
地
流
動
化
推
進
委
員
が
、
お
宅

を
訪
れ
た
時
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

お
問
合
せ
H
農
業
委
員
会
事
務
局

(
宮
⑫
四
一

O
O内
線
三
三
七
有

線
②

O
七
六
二
ま
た
は
農
林
謀

(
宮
⑫
四
一

O
O内
線
三
二
三
有

線
②

O
七
五

二

と

き

H
九
月
十
四
日
幽

i
同
月
十
七

日
間
午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時
三
十

分
ま
で
。

と
こ
ろ

1
上
田
西
武
四
階
催
事
場
。

内

容

H

私
た
ち
の
く
ら
し
を
さ
さ
え

て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え

る
「
テ

i
マ
ゾ

l
ン
」
。
工
、
ネ
ル
ギ

ー
を
節
約
す
る
に
は
ど
ん
な
方
法
が

あ
る
か
考
え
る
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ゾ

ー
ン
」
。

く
ら
し
を
さ
さ
え
て
い
る

石
油
に
つ
い
て
考
え
る
「
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
ゾ

|
ン
」
。
照
明
で
動
く
自

動
車
、
乾
電
池

一
個
の
力
、
人
工
雷

な
ど
遊
び
な
が
ら
科
学
を
学
ぶ
「
子

供
の
科
学
ゾ

l
ン
」
。
長
野
県
の
電

力
、
停
電
対
策
、
電
気
の
安
全
に
つ

い
て
紹
介
す
る
「
電
力
ゾ

l
ン」。

今月

今月 l

だく月

納めてく

保険

き、

ばかりか

それもあ

53年度以

お問合せ

一

市

民

一

一

ゴ

ル

フ

大

会

一

〈と

き

〉

九
月
二
十
九
日

ωシ
ニ
ア
の
部
(
五

十
歳
以
上
)
レ
デ
ィ
ス
の
部
。

九
月
三
十
日
間
一
般
の
部
。

〈と
こ
ろ
〉

菅
平
カ
ン

ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
。

〈参
加
資
格
〉

上
田
市
民
の
ア
マ
チ
ュ
ア
。

〈参
加
費
〉

一
人
一

千
五
百
円
。

〈参
加
人
員
〉

各
日
と
も
先
着
百
八
十
名
。

〈競
技
法
〉

十
八
ホ
ー
ル
ス

ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
。

〈賞
〉
各
部
と
も
市
長
杯
そ
の
他
各
賞
。

〈申
込
期
間
〉

九
月
十
日
聞
か
ら
同
月
二
十
日
同
ま

で。〈申
込
先
・
お
問
合
せ
〉

教
育
委
員
会
体
育
課
内
市
民
ゴ
ル
フ

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
(
宮
⑫
四
一

0
0内
線
五
五
五
)

一

農

協

を

知

る

一

一

よ
い
機
会
で
す
一

一農

協

祭

を

一

一

ご

覧

く

だ

さ

い

一

九
月
九
日
同
H

マ
マ
さ
ん
パ
レ

l
ボ
l

ル
大
会
決
勝
戦
(
市
民
体
育
館
)。

を量甘え
お減て
願がさ
いで
しきじ
ままく
すすメ
。。右

皆コ
さミ
ん処
の塑
ご結
協貧
カグ

九
月
二
十
日
闘
か
ら
同
月
二
十
三
日
嗣

リ
農
産
物
品
評
会
(
市
総
合
展
示
館
)。

婦
人
部
バ
ザ
l

F
総
合
展
示
館
前
広

場)。

九
月
二
十
三
日
側
H
H
農
協
組
合
員
の
集

ぃ
、
書
道
、
図
画
入
賞
式
、
の
ど
自

慢
大
会
(
市
民
会
館
)
。

野
球
大
会
決
勝
戦
(
上
堀
グ
ラ
ウ
ン

相
撲
大
会
(
相
撲
場
)
。

子
供
の
行
事
(
ち
び
っ
こ
プ
l
ル)。

(

)
内
は
実
施
会
場
で
す
。

一

集

ま

ろ

う

一

一
上
田
菓
子
ま
つ
り
一

と

き

H

九
月
八
日

ω
・
九
日
間
。

と
こ
ろ
H

ユ
ニ

l
五
階
。

内

容

H

菓
子
づ
く
り
の
実
演
、
展
示
、

即
売
。
マ
マ
さ
ん
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
。
福
引
抽
選
会
。
人
気

テ
レ
ビ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
シ
ョ

ー
な
ど

で
す
。
一
日
本
水
彩
画
会
一

一

長

野

県

展

一

と

き

H

九
月
十
日
聞
か
ら
同
月
十
六

目
印
ま
で
。

と
こ
ろ
H
市
総
合
展
示
館
。

一記
念
詩
吟
大
会

一

と

き

H
九
月
九
日
田
午
前
九
時
か
ら
。

と
こ
ろ
H
市
民
会
館
。
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お知らせ

えつロh臥+宰+広
市

は
、
国
の
「
障
害
者
福
祉
都
市
」

一

の
指
定
を
受
け
た
の
を
機
会
に
、
県
と

一
協
力
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
障
害
者

ー
ア
一
編
祉
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に

U
M
川
叶

開
制
み
ん
な
が
協
力
し
て
、
み
ん
な
で
住
み

抑
制
よ
い
ま
ち
-
つ
く
り
を
進
め
る
た
め
「
心

巾

J
品
型

相
川
身
障
害
者
作
品
展
示
会
」
を
聞
き
ま
す
。

附
第
J
¥

障
害
者
の
皆
さ
ん
ご
出
品
を
希
望
す

一

る
人
は
、
次
に
よ
り
申
込
ん
で
く
だ
さ

園
、。

一

市

民

の

皆

さ

ん
も
大
勢
ご
来
場
く
だ

口
汚
さ
い
o

m
と

き

U
H
九
月
二
十
二
日

ωか
ら
同
月

第
-
-
十
四
日
間
午
前
十
時
二
一卜
分
か
ら

一

午
後
二
川
ま
で
。

海野町商庖街恒例の 「七夕まつり」が8

i月5日から7日まで開かれました。(写真)
i今、話題のス パマンや宇宙戦艦ヤマト

:も登場し、みんなの人気を集めました。
話.................. 

と
こ
ろ
H
H
海
野
町

「
伊
藤
ピ
ル
」
階
。

展
示
内
容
H

心
身
障
害
児
者
の
作
品
展

一
示
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
紹
介
。

施
設
紹
介
。
心
身
障
害
者
雇
用
促
進

資
料
。
心
身
障
害
者
の
た
め
の
職
業

適
正
検
査
器
の
展
示
と
実
演
な
ど
。

応
募
資
格
H
市
内
に
住
ん
で
い
る
心
身

障
害
児
者
の
皆
さ
ん
か
心
身
陣
害
児

者
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん
。

応
募
締
切
り
日
H
九
月
十
五
日
川

申
込
先
・
お
問
合
せ
U

福
祉
事
務
所
福

祉
課

(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
三
七

一

有
線
②

O
七
九

こ

ま
た
は
市
社
会

福
祉
協
議
会

(
宮
⑫

一
.0
-
一瓦
)

一
障
害
者
大
行
進
と
一

一ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

一

九
月
F

-

ト
二
一日
の

H
眼
目
「
障
害
者

福
祉
都
市
」
の
指
定
を
受
け
た
の
を
機

会
に
、
間
(
五
日
者
の
生
活
闘
を
広
め
る
こ

と
を
目
的
に
附
害
者
大
行
進
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
を
次
に
よ
り
行
い
ま

」
9

当
日
は
、
消
防
音
楽
隊
を
先
頭
に
、

午
後
一
時
三
十
分
、
上
田
駅
前
を
出
発
、

海
野
町
円
山
広
場
ま
で
大
行
進
し
、
そ

の
後
、
日
曜
広
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

つ
ど
い
を
聞
き
ま
す
。

日
曜
広
場
で
の
催
し
物
H

事
イ
メ
試
乗

会
。
市
イ
ス
競
争
。
子
治
コ
ー
ナ
ー
。

人
形
劇
コ
ー
ナ
ー
。

マ
シ
y
ク
シ
ヨ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
が

日
曜
・
祭
日
に
変
わ
り
ま
す

〈叩
月

1
日
か
ら

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日

が、

卜
月

-
H
か
ら
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
な
く
だ

'
5

、
。

二
，
K

?
v今
ま
で
、
①
旬
週
川
川
休
日
②
同

氏
の
祝
円
の
翌

U
③
国
以
の
祝
日

の
翌

H
が
円
叫

H
に
あ
た
る
と
き

は
、
そ
の
翌
日
が
休
館
円
で
し
た

が、

十
月

.
H
か
ら

H
M
、
川
悦
什

が
休
館
け
と
な
り
ま

t
c

心
身
障
害
者

作
品
展
示
会
開
催
と
作
品
募
集

〈

9
月
幻
日

ωか
ら

M
日
間
ま
で
開
催
〉

ウ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

お
閉
会
せ
H
福
祉
事
務
所
福
祉
課

(
宮

⑫
四

一
O
O内
線
三
七

一
有
線
②

O

七
九

こ

ま
た
は
市
社
会
福
祉
協
議

会

(
宮
(匂

一O
二
μ
)

ご
利
用
く
だ
さ
い

中
高
年
離
職
者
の

生
活
安
定
資
金
貸
付
制
度

〈生
活
資
金
や
医
療
費
に
〉

県
で
は
、
離
職
中
の
中
高
年
労
働
者

の
皆
さ
ん
の
再
就
職
促
進
を
凶
る
た
め
、

生
活
資
金
の
貸
付
を
行
い
、
生
活
の
安

定
と
求
職
活
動
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
、

八
川
.
け
か
ら
「
中
出
年
雌
職
省
生
活

安
定
資
令
貸
付
制
度
」
を
行

っ
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

へ貸
付
を
受
け
ら
れ
る
人
V

①
世
帯
の
生
討
を
維
持
し
て
い
る
人
。

②
白
分
の
立
任
に
よ
ら
な
い
で
、
事
業

主
と
居
間
関
係
が
な
く
な

っ
た
人
。

③
呪
に
、
求
職
活
動
を
行

っ
て

い
て
、

引
就
き

.
年
以
L
し
県
内
に
印
む
子
定
の

人
。

④

.
般
被
保
険
者

一
一
地
川
保
険
法
)
で

あ

っ
た
人
で
、
離
職
後
卜

μ
か
川
以
内

の
人
。

⑤
年
齢
が
お
お
む
ね
問
卜
・
九
歳
か
ら
い
ハ

ト
歳
ま
で
の
人
。

貸
付
金
額

.. 
卜
万
円
以
内
。
利
本
は
午
-a-
九

マ
シ
ー
ル
の
使
用
方
法

シ
ー
ル
は
、
封
筒
の
封
印
に
使
う
の

(
ほ
か
に
保
証
子
数
料

0
・
じ

44%)

〈返
済
期
間
〉

三
か
月
す
え
お
き
、
e

二
十
:
一か
月
以

内
の
均
等
償
還
。

〈貸
付
手
続
き
〉

本
人
の
住
民
禁
、
印
鑑
証
明
主
各
-

通
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
本
人

と
生
計
を
共
に
し
な
い
県
内
に
住
ん
で

い
る
人
で
保
証
能
力
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
あ

る
連
帯
保
証
人
(
.
名
以
上
)
の
所
得

証
明
書
も
し
く
は
納
税
証
明
必
、
印
鑑

証
明
壮
一
口
各
-
通
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈申
込
先
」

長
野
県
労
働
金
庫
上
出
支
出
地
区
互

助
会
窓
口
。

お
問
合
せ

日

公
共
職
業
安
定
所
(
宮
⑫
六
:
パ
ハ
:
-
)

労
政
事
務
所

(
宮
⑫
-
い
ハ
・

4九
)

労

働
金
庫

(
宮
⑫，
a

e

-

-

八
)
ぃ
巾
労
政
ぷ

(
宮
⑫
問

-
0
0内
線
J

・0
じ
)

二

日

生

活

教

室

一

一「う
ま
い
話
に
御
用
心
」一

と
き
・
と
こ
ろ

九
月
.. 卜
日
山
午
前
十
時
:
・
・
十
分
か

ら
卜
-
-
時
:
-
十
分
ま
で
υ

市
中
央
公
民

館
大
ホ
ー
ル

講
演
題
目
・
講
師
、

う
ま
い
泊
に
御
附
心
|
耗
は
.ず
み
な

契
約
の
危
険
|

同
民
生
川
セ

ン
タ
ー
向
指
九
宅
民

仙
好
au

惨
さ
八

大
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と

き

H
九
月
二
卜
二
日

ωか
ら
同
月

・
ト
問
日
間
午
前
卜
昨
今
二
十
分
か
ら

午
後
.
伊
，
昨
ま
で

n

X

u

-

-

乃一
婦
人
検
診
で

一

↓一

子
宮
ガ
ン
早
期
発
見
一

一

一

〈
9
月
ガ
ン
制
圧
月
間
〉

一

一

九
月
は
「
ガ
ン
制
圧
月
間
」
で
す
。

川
町
ガ
ン
は
、
早
く
発
見
し
治
療
す
る
こ
と

山
側
が
大
切
で
す
。

一
一
欄
市
は
、
下
表
の
医
療
機
関
の
ご
協
力

白
創
刊

q
d

川
山
川
を
得
て
財
人
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す

一

の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
受
診
し
て
く
だ

一

さ
い
。

だ

〈対
象
者
〉

-え

市
内
に
住
ん
で
い
る
、

J

一十
歳
以
上

の
財
人
の
皆
さ
ん
で
、
子
宮
ガ
ン
の
検

っ

査
を
希
望
す
る
人
。

ロ
同
四
日
幸

〈受
診
方
法
〉

広

日
服
、
祭

U
を
除
く
毎
日
、
下
表
の

一

医
療
機
関
で
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
診

一

料
.
千
円
を
払
い
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

一

〈検
査
方
法
〉

一

細

胞
診
と
い
っ
て
細
胞
を
取
っ
て
調

日
べ
ま
す
の
で
無
桶
で
す
。

引

(結
果
の
通
知
〉

9

約

一
週
間
ぐ
ら
い
で
市
か
ら
受
診
省

特
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

p
h
d
 
和

〈お
問
合
せ
〉

何

保

健

予

防

課

保

健

係

(
宮
⑫
同

一
O

一

O
内
線
-
一八
九
有
線
②

O
ヒ
一
一
一
)

門
/

ア
メ
シ
口
多
発

み
ん
な
で
徹
底
防
除
し
よ
う

有

線

品

ま

た

l

福
祉
協
議
会

(
宮
⑫
二

O
二
五

が
、
十
月

一
日
か
ら
日
曜

が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。2

か

・

り

八

刀

カ

初

土
寸

k
寸

ハw
u

n

κ

u

前

…

前

川

午

午

+
A
F
+
i，
 

問

問

L

』

寸

土

寸

日

日

付

付
受

受
の

の

円

口

門

口

相

値

羽

佐

土

土
。

、

診

す

診

休

で

休

日

で

日

。

叩
阻
ま
服
す

木

時

水

で

週

5
週

で

毎

ら

毎

ま

は

か

は

分

斗

寺

完

ゆ

4

H

F
2
 

人

3
病

時

婦

後

信

ω

産

午

東

前

回

、

立

午

豊

時

国

ら

0

0

 

た
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

複
十
字
、ン
|
ル
募
金
は
、
世
界
的
な

も
の
で
、
日
本
で
は
大
正
十
四
年
か
ら

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
募
金
運
動
は
、
結
核
予
防
事
業

を
進
め
る
資
金
を
生
み
だ
す
と
と
も
に

結
核
予
防
の
関
心
の
輪
を
広
げ
る
目
的

で
行
わ
れ
ま
す
。

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
の
使
い
み
ち
は
、

結
核
検
診
車
、

X
線
器
機
な
ど
の
鐙
備

購
入
。
結
核
予
防
施
設
の
建
設
。
結
械

予
防
活
動
の
講
習
会
や
研
修
会
、
衛
生

教
育
。
結
核
回
復
者
の
社
会
復
帰
の
相

談
や
患
者
の
文
化
活
動
支
援
。
患
者
の

家
族
の
援
護
。
結
核
医
学
の
研
究
な
ど

の
資
金
に
な
り
ま
す
。

婦人検診を実施する産婦人科名と診療時間

産婦人科名 所 在 地
受付時間

午 前 午後

中央4-2-31L 
【一

市川産婦人科 (堀) 9.00-12.00 

上田市産院 常悠城5-6(西-脇39) 8.30-11. 00 

共立産婦人科 中央1-6(鷹-匠21町) 9.00-11. 30 

国立東信病院 緑が丘l-2(7新-屋2)1 8.30-11. 00 I 

高橋産婦人科 中央4-1ー 118L 9.00-12.00 1.30-5.00 (堀)

中央3-1(5馬-会易10関T)竹内産婦人科 9.00-12.0。
中央西(2下紺1屋1町3)2 豊田産婦人科 9.00-12.0。3.00-5.30 

長岡産婦人科 中央3 7(-馬場32町) 9.00-11. 30 

新美産婦人科 大 l至 22(8 大屋) 9.00-12.0。
三浦産婦人科

中央3-16-10 9.00-12.0。
(出町)

三好町産婦人科 f銅I 戸斤 (2三32好町) 9.00-12.0。2.00-6.00 

一

結

核

予

防

の

一

一
複
十
字
シ

l
ル

一

一

募

金

運

動

に

一

一
ご
協
力
く
だ
さ
い
一

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
毎
年
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
結
核
予
防
の
た
め
の
「
複

十
字
シ

l
ル
募
金
」
を
十
月
二一
十

一
日

ま
で
行
い
ま
す
。

上
田
市
の
募
金
目
標
は
、

二
万
二
千

六
百
八
十
枚
で
、
百
十
」一
万
四
千
円
で

す
。市

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
各
世
帯
で
シ

ー
ル

一
組

(四
枚
)
五
十
円
を
お
願
い

し
ま
す
。
各
自
治
会
の
役
員
さ
ん
や
結

核
予
防
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
伺
い
ま
し

十
歳
ま
で
の
人
。

〈貸
付
金
額
〉

三
十
万
円
以
内
。
利
率
は
年
三
%

マ
シ
ー
ル
の
使
用
方
法

シ
ー
ル
は
、
封
筒
の
封
印
に
使
う
の

が
一
般
的
で
す
が
、
結
械
予
防
へ
の
附

心
を
高
め
る
た
め
に
、
年
賀
状
や
は
界
中

見
舞
の
ハ
ガ
キ
へ
は
る
の
も
良
い
で
し

ょ
う
。
そ
の
場
合
は
、
切
手
と
ま
ち
が

え
て
表
に
は
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

現
在
は
、

B
C
G
の
普
及
、
医
学
の

進
歩
、
検
診
率
の
向
上
に
よ
り
結
械
に

よ
る
死
亡
率
は
大
変
低
く
な
り
ま
し
た

が
、
上
田
市
に
は
、
ま
だ
、

一て
百
七
十

七
名
も
の
登
録
忠
者
が
い
ま
す
。

結
核
は
伝
染
病
で
す
の
で
、
結
持
対

策
の
手
を
抜
く
と
再
び
猛
威
を
ふ
る
う

と
思
わ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
気

を
ゆ
る
め
る
こ
と
な
く
必
ず
結
核
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

一
固
定
資
産
評
価
の

一

一
家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
一

一
〈家

屋

を

新

築

一

一

増

築

し

た

皆

さ

ん
〉

一

今
年
、
家
屋
を
新
築
、
増
築
し
ま
す

と
、
来
年
度
か
ら
問
定
資
産
税
が
諜
税

さ
れ
ま
す
。

謀
税
に
あ
た

っ
て
は
、
各
家
出
ご
と

に
国
で
示
し
た
評
価
基
準
に
基
づ
き
評

価
額
を
決
定
し
、
税
金
が
算
出
さ
れ
ま

す
。九

月
か
ら
、
評
価
の
た
め
係
員
が
各

家
庭
を
訪
問
し
間
取
り
な
ど
を
調
査
し

契
約
の
危
険
|

国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
研
究
室
長

柿
好
春
さ

A
。

大

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ

1
資
必
脱
水

(
宮
⑫
州

.
0

O
内
線
-
一
二
パ
ハ
・
-
7
-
じ
有
線
②

O

ムハ八

二

一

日

巴

手

白

内

ノ

入

A

K

E

一

一
号

E
=
=ロ
れ
υ

l

q

A

2

7

一

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、

Lsh

回
電
報
電
話
局
管
内
の
電
話
の
加
入
権

の
公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
H
H
九
月
a

一十
仁
川
刷
午

前
九
時
二
十
分

(時
間
厳
守
)か
ら
、

市
役
所
二
階
第

一
会
議
室
。

方
法
・
台
数
H
H
競
争
入
札
。
台
数
に
つ

い
て
は
、
当
日
決
定
し
ま
す
。

電
話
債
券
H
H
公
売
に
よ
る
場
合
は
、
出

券
を
買
う
必
安
は
な
く
、
落
札
後
、

数
日
で
架
設
さ
れ
ま
す
。

公
売
公
告
の
場
所
N
H
市
役
所
、

豊
殿

・

塩
田
・
川
西
支
所
、
卜
ぃ
削
税
務
署
、

k
小
地
方
事
務
川
。

入
札
参
加
者

1
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、

本
人
が
む
い
で
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
に
は
、
必
ず
、
本
人
白
市
の

委
任
状
と
代
四
人
の
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

そ
の
他
H
公
売
当
日
ま
で
に
、
滞
納
長

が
わ
巾
税
な
ど
を
完
納
し
た
均
合
は
、

公
先
を
小
止
し
ま
す
の
で
こ
承
知
く

だ
さ
い
。

お
問
合
せ
リ
収
税
課
収
税
係
(
宮
⑫
問

-
0
0内
線
a

-

川
ご
占
有
線
②

O
し八
九
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基本的

玉里解のために

同和問題を考える 1 

え

増
沢
ヤ
マ
さ
ん

回
中
や
、
え
さ
ん

天
神
四
丁
目
(
北
天
神
町
)

春
原
金
平
さ
ん

h
v
』
市
穴
問
問
ず
J
同
国

戸

L
L掛
柑
臣
民
町
川
d

上

手

七
八

で
は
、
結
婚
で
幸
福
に
な
っ
た
例
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

同
じ
職
場
で
知
り
合
い
、
交
際
し
て
い

る
う
ち
に

E
に
結
婚
を
約
束
す
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
男
性
が
部

落
出
身
な
る
が
故
に
女
性
側
の
両
親
た

ち
は
最
初
は
、
こ
の
結
婚
に
反
対
を
し

ま
し
た
が
、
こ
の
女
性
の
強
い
決
心
に

両
親
も
同
意
し
て
め
で
た
く
結
婚
し
ま

し
た
。
今
は
、
周
囲
の
人
か
ら
も
祝
福
さ

れ
て
、
幸
せ
な
家
庭
生
活
を
し
て
い
る

と
い
う
明
る
い
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ

は
ほ
ん
と
う
に
心
あ
た
た
ま
る
話
し
で
企
同

す。
こ
の
ほ
か
、
別
の
角
度
か
ら
み
た
差
別

上
田
原

七
七

丸
山
と
り
の
さ
ん

小
川
英
雄
さ
ん

中
央
五
丁
目
(
上
房
山
)

村
山
重

徳

さ

ん

下

之

郷

滝

沢

伴

一

郎

さ

ん

西

前

山

吉

池

袈

裟

雄

さ

ん

浦

野

青
柳
精
一
郎
さ
ん

中
央
五
丁
目
(
田
町
)

酒

井

と

み

さ

ん

林

之

郷

山

辺

甚

三

郎

さ

ん

国

分

小
谷
沢
隆
一
郎
さ
ん
八
木
沢

滝

沢

信

さ

ん

上

手

中

沢

ゃ

い

の

さ

ん

手

塚

中

村

志

ず

さ

ん

上

田

原

宮
沢
英
一
さ
ん

中
央
北
一
丁
目

(新
田
)

山
山
以
降
総
辞
宮
迫

a
t
lん

h
A
同
体
ル
仲

事
例
と
し
て
は
、
住
居
の
地
番
の
こ
と

で
す
。

こ
れ
は
地
番
を
つ
け
た
明
治
時

代
か
ら
あ
っ
た
明
ら
か
な
差
別
だ
と
思

い
ま
す
。
同
和
地
区
の
人
が
住
ん
で
い

る
場
所
の
地
番
は
周
囲
が
一
連
の
続
い

た
地
番
で
す
が
、
そ
れ
を
飛
び
越
え
て

わ
ざ
れ
ざ
桁
(
け
た
)
の
違
う
地
番
を
つ

け
た
と
い
う
部
落
差
別
の
実
態
が
あ
っ
た

の
で
す
。
こ
の
問
題
は
数
年
前
こ
の
地
区

の
中
学
生
が
「
お
か
し
い
」
と
い
い
出
し

て
か
ら
起
っ
た
問
題
な
の
で
す
。
親
は

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
答
え
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
以
来
、
大
人

た
ち
の
間
で
も
話
題
に
の
ぼ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

「
地
番
を
み
れ
ば

五
七

新

田T

八八七四
四二八八

横
沢
重
畳
さ
ん

矢
田
貞
子
さ
ん

中
央
東
(
上
川
原
柳
)

古
畑
た
ま
さ
ん

天
神
三
丁
目
(
泉
平
)

吉

沢

も

と

の

さ

ん

西

前

山

伊
藤
満
治
さ
ん

中
央
一
丁
目
(
本
町
)

片

岡

み

さ

は

さ

ん

小

牧

関

国

雄

さ

ん

上

青

木

宮

下

あ

い

さ

ん

新

田

竹

内

い

く

さ

ん

八

木

沢

本

久

枝

さ

ん

千

曲

町

中

村

の

り

子

き

ん

上

塩

尻

大
野
田
隆
吾
さ
ん

中
央
四
丁
目

(
上
紺
屋
町
)

昔
掛
た
つ
い

3
ん

川
辺
町

七八七五七七七
八八六三九 O 七

七八
四五

ひ
と
め
で
地
区
を
公
表
し
て
い
る
よ
う

な
も
の
だ
。
」
と
地
区
の
人
び
と
の
間
で

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
も
法
務
局
と
相

談
し
て
早
速
こ
の
不
自
然
な
部
落
差
別

を
な
く
し
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
私
た

ち
の
気
の
つ
か
な
い
所
に
差
別
事
象
が

あ
っ
た
典
型
で
す
。

次
に
、
地
域
社
会
の
中
に
あ
っ
た
差
別

問
題
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
市
内
の
あ
る
自
治
会
で
被
差

別
部
落
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
第
六
班

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
第
六
班
を
は

さ
ん
で
、
被
差
別
部
落
以
外
の
第
五
班
が

東
西
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
で

七
七

依
田
利
伊
さ
ん

常
国
か
ね
き
さ
ん

青
木
清
松
さ
ん

中
村
長
寿
さ
ん

山
岸
秀
一
さ
ん

中
央
東
(
上
川
原
柳
)

小
坂
井
富
次
郎
さ
ん
中
之
条

友
田
新
こ
さ
ん

常
国
二
丁
目

(
上
常
国
)

樋
口
袈
裟
代
さ
ん

金

井

上
原
袈
裟
義
さ
ん

野

竹

滝

沢

信

さ

ん

院

内

北

沢

き

ち

の

さ

ん

上

室

賀

藤
岡
忠
利
さ
ん

緑
が
丘
三
丁
目

(城
北
)

細

谷

昭

こ

さ

ん

桜

台

凪

伊

草

昧

晶

町

勾

t
I九
台

市

自

民

E唱

四
七

下
之
郷

宮

島

長

島

レヘ

nH

4
f
v

手
↑

八七
六四

四四八六四八七
O 六回二三八七

七八

ら北へ新し

星神社の

路」、もっ

は
意
識
的
に
部
落
を
ま
と
め
た
、
と
し

か
い
い
よ
う
が
な
い
し
、
ま
た
六
班
と

い
え
ば
被
差
別
部
落
の
代
名
詞
の
よ
う
'

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

事
実
、
こ
こ
は
み
な

S
姓
な
の
で

「
S
の
班
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。

こ
ん
な
こ
と
が
地
域
社
会
に
お
い

て
現
に
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
も
長
い
間

の
習
慣
か
ら
発
生
し
て
い
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
明
ら
か
に
部
落
差
別

の
実
態
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

つ
づ
く

六七八八
三七 O 二

中
村
富
士
雄
さ
ん

中
央
四
丁
目

(木
町
)

古

平

お

里

ん

さ

ん

下

室

賀

岡

崎

寛

雄

さ

ん

倉

升

小
井
戸
と
め
る
さ
ん

伊
勢
山

小

林

直

栄

さ

ん

岩

下

南

雲

長

三

郎

さ

ん

浦

野

五五七七七七
00八 O 九四

七七
O 五

七
二
八
八
七
三
八

O
九

O

お

わ

び

「
広
報
、っ
、え
だ
」
七
月

一
日
発
行
の

第
七
九
四
号
、

「お
く
や
み
」
欄
で
、

小
池
芳
子
さ
ん

中
央
五
丁
目

(
下
房

山
)

四
四
が
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で

し
た

の
で
、
お
わ
び
し
て
本
号
に
掲
載

い
た
し
ま
す
。
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